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引
用
文
献
に
つ
い
て 

  

本
書
で
は
、
文
献
の
引
用
は
す
べ
て
政
治
的
経
験
―
―
と
り
わ
け
革
命
―
―
の
現
場
か
ら
の
証
言

䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍
䣍と
い
う
意

味
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
引
用
は
政
治
の
「
当
事
者
」
の
発
言
に
限
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
「
当

事
者
」
と
は
「
政
治
家
」
と
い
う
狭
い
意
味
で
は
な
く
、
小
説
な
ど
に
登
場
す
る
「
架
空
の
当
事
者
」
を
も
ま

た
含
ん
で
い
る
。 

け
れ
ど
も
、
そ
の
発
言
が
引
用
さ
れ
た
こ
れ
ら
「
当
事
者
」
の
身
元
―
―
つ
ま
り
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
誰䣍

が䣍発
言
し
て
い
る
の
か
―
―
は
、
本
文
中
で
は
原
則
と
し
て
、
故
意
に
、
ふ
せ
て
あ
る
。
節
（
あ
る
い
は
章
）

全
体
が
特
定
の
䣍
䣍
䣍政
治
的
出
来
事
を
「
例
解
」
と
し
て
扱
う
場
合
―
―
第
三
章
第
四
節
な
ど
―
―
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
が
、
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
、
発
言
の
主
人
公
と
歴
史
的
状
況
に
特
別
の
重
要
性
は
何
も
お
か
れ
て
い

な
い
。 

引
用
文
献
の
こ
の
よ
う
な
扱
い
方
は
、
本
書
の
記
述
の
方
法
か
ら
要
求
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
本
書
は
政

治
の
経
験
史
の
（
形
式
的
）
構
成
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
政
治
や
革
命
の
歴
史
記
述
や
評
価
で
は

な
い
。「
政
治
」
あ
る
い
は
「
政
治
の
な
か
の
私
」
を
主
人
公
と
し
た
自
己
形
成
史
―
―
遍
歴
史
―
―
と
し
て
本

書
が
読
ま
れ
る
こ
と
を
私
は
予
想
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
形
成
史
の
一
こ
ま
一
こ
ま
で
顔
を

だ
す
現
実
の
政
治
史
か
ら
の
発
言
も
、
本
来
ま
っ
た
く
の
架
空
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
か
ま
わ
な
い
の
で

あ
る
。
引
用
さ
れ
た
発
言
の
身
元
が
本
書
の
記
述
か
ら
わ
ざ
と
は
ず
さ
れ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。 

も
と
よ
り
そ
う
は
い
っ
て
も
、
主
と
し
て
実
際
の
政
治
的
発
言
を
資
料
と
し
て
使
っ
て
い
る
以
上
、
そ
の
身

元
を
完
全
に
消
し
去
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
事
実
、
引
用
さ
れ
た
証
言
か
ら
す
け
て
み
え
る
そ
の
身
元
の

具
体
性
に
、
私
の
記
述
が
助
け
ら
れ
て
い
る
―
―
あ
る
い
は
妨
げ
ら
れ
て
い
る
―
―
こ
と
を
、
私
は
否
定
す
る

も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
こ
れ
は
本
書
の
方
法
的
意
図
に
と
っ
て
本
意
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
身
元
の
明
ら

か
な
発
言
―
―
た
と
え
ば
レ
ー
ニ
ン
の
言
葉
―
―
で
も
、そ
れ
は
本
書
の
一
貫
し
た
主
人
公
で
あ
る
匿
名
の「
政

治
の
な
か
の
私
」
の
発
言
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
、
私
は
期
待
し
て
い
る
。 

だ
か
ら
そ
の
た
め
に
、
政
治
の
経
験
史
の
各
段
階
䣍
䣍
䣍で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
的
状
況
で
の
発
言
を
引
用

す
る
よ
う
に
、
文
献
を
選
ん
だ
つ
も
り
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
書
の
記
述
の
各
段
階
に
都
合
の
い
い
引
用
を
、

た
ん
に
字
面
の
一
致
か
ら
と
こ
ろ
か
ま
わ
ず
選
ん
だ
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
引
用
は
そ
の
身
元
の
歴
史
的
状
況

を
評
価
し
た
う
え
で
、
こ
の
状
況
に
矛
盾
し
な
い
引
用
の
仕
方
を
す
る
よ
う
に
し
た
。 

次
に
、
本
書
に
引
用
さ
れ
た
証
言
の
「
身
元
」
を
記
載
し
て
お
こ
う
。
こ
の
身
元
を
具
体
的
に
調
べ
、
そ
れ

が
引
用
さ
れ
た
本
書
の
場
所
と
照
合
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
逆
に
本
書
の
記
述
が
各
証
言
の
歴
史
的
性
格
を
評

価
す
る
仕
方
を
も
了
解
し
て
も
ら
え
る
で
あ
ろ
う
。 

以
下
、
冒
頭
の
番
号
は
章
ご
と
に
本
文
中
の
引
用
文
献
末
尾
の
番
号
に
対
応
す
る
。
原
著
者
に
よ
る
傍
点
そ

の
他
の
強
調
符
は
一
切
省
略
し
た
。
傍
点
は
す
べ
て
引
用
者
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
引
用
す
る
さ
い
に
中
途
を

省
略
し
た
場
合
が
あ
る
が
、
い
ち
い
ち
こ
と
わ
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
別
々
の
主
人
公
の
発
言
や

異
な
る
状
況
で
の
発
言
を
つ
な
ぎ
あ
わ
せ
る
等
、
原
資
料
の
改
竄
は
し
て
い
な
い
。 
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第
一
章 

（1
） 
ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
『
希
望
』（
一
九
三
七
年
）、
岩
崎
力
訳
、
新
潮
文
庫
（
上
）
五
七
ペ
ー
ジ
。
こ

の
小
説
は
一
九
三
七
年
以
降
の
ス
ペ
イ
ン
革
命
を
題
材
と
す
る
も
の
。 

（2

） 

秩
父
暴
動
事
件
概
略
『
秩
父
事
件
資
料
』（
埼
玉
新
聞
社
）
第
二
巻
、
五
九
一
ペ
ー
ジ
。
秩
父
事
件
は
明

治
十
七
年
十
一
月
で
あ
る
。
な
お
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
本
書
第
五
章
を
参
照
。 

（3

） 

『
叛
逆
の
バ
リ
ケ
ー
ド
・
日
大
闘
争
の
記
録
』（
三
一
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
二
二
五
ペ
ー
ジ
。 

（4

） 

秩
父
暴
動
雑
録
『
秩
父
事
件
資
料
』
第
二
巻
、
五
五
八
ペ
ー
ジ
。 

（5

） 

エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』（
野
村
修
訳
、
晶
文
社
）
三
七
九
ペ
ー
ジ
。
ス
ペ
イ

ン
革
命
の
ア
ナ
キ
ス
ト
指
導
者
ド
ウ
ル
テ
ィ
の
短
い
闘
争
の
生
涯
を
、伝
記
資
料
を
つ
な
ぎ
合
せ
て「
ロ

マ
ン
」
に
編
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

（6

） 

ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
山
西
英
一
訳
、
角
川
文
庫
）（
一
）
一
七
〇
―
一
ペ
ー
ジ
。
一
九
一

七
年
の
ロ
シ
ア
二
月
革
命
に
決
起
し
た
首
都
の
労
働
者
に
た
い
し
て
軍
隊
が
同
調
し
て
反
乱
す
る
瞬
間

の
記
述
で
あ
る
。
ロ
マ
ノ
フ
王
朝
と
は
二
月
革
命
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
た
ツ
ァ
ー
の
権
力
を
さ
す
。 

（7

） 

ト
ロ
ツ
キ
ー
「
一
九
〇
五
年
」（
原
睴
之
訳
、
現
代
思
潮
社 

第
二
期
ト
ロ
ツ
キ
ー
選
集
２
）
一
一
八
八

―
一
二
三
ペ
ー
ジ
。 

（8

） 

カ
ー
ル
・
リ
ー
プ
ク
ネ
ヒ
ト
の
演
説
（
一
九
一
八
年
）（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
現
代
史
２
『
ド
イ
ツ
革
命
』、

野
村
修
編
、
平
凡
社
）
六
二
ペ
ー
ジ
。
こ
れ
は
労
働
者
・
兵
士
レ
ー
テ
全
国
大
会
で
の
演
説
の
一
こ
ま

で
あ
る
。 

（9

） 

秩
父
暴
動
事
件
概
略
『
秩
父
事
件
資
料
』
第
二
巻
、
五
九
一
ペ
ー
ジ
。 

（10

）レ
ー
ニ
ン「
わ
が
国
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
任
務
」（
一
九
一
七
年
四
月
）。第
四
版
全
集（
大

月
書
店
版
）
第
似
二
四
巻
、
四
四
―
五
〇
ペ
ー
ジ
。 

 

第
二
章 

（1

） 

卜
ロ
ッ
キ
ー
『
わ
が
生
涯
』（
栗
田
勇
他
訳
、
現
代
思
潮
社
）（
中
）
二
三
九
―
二
四
一
ペ
ー
ジ
。
引
用

場
面
は
ロ
シ
ア
十
月
革
命
の
日
々
の
記
録
で
あ
る
。 

（2

） 

ヒ
ト
ラ
ー
の
演
説
。
ロ
ジ
ェ
・
カ
イ
ヨ
ア
『
聖
な
る
も
の
の
社
会
学
』（
内
藤
莞
爾
訳
、
弘
文
堂
）
七
七

お
よ
び
八
六
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（3

） 

「
信
達
騒
動
実
記
」（
日
本
思
想
大
系58

「
民
衆
運
動
の
思
想
」
岩
波
書
店
）
四
八
七
ペ
ー
ジ
よ
り
。

こ
の
一
揆
は
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
年
）
六
月
に
東
北
の
信
夫
・
伊
達
両
郡
に
起
っ
た
も
の
。
引
用
は

代
官
の
取
調
べ
に
際
し
て
百
姓
春
吉
が
述
べ
た
セ
リ
フ
で
あ
る
。 

（4

） 

『
叛
逆
の
バ
リ
ケ
ー
ド
』（
前
出
）。 

（5

） 

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ソ
レ
ル
『
暴
力
論
』（
木
下
半
治
訳
、
岩
波
文
庫
）（
上
）
六
二
―
三
ペ
ー
ジ
。 

（6

） 

卜
ロ
ッ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
一
）
二
六
三
ペ
ー
ジ
。 

（7

） 

「
鴨
の
騒
立
」（
３
）
に
同
じ
、
二
五
〇
ペ
ー
ジ
。
天
保
七
年
の
参
河
・
加
茂
郡
の
一
揆
で
百
姓
た
ち
が
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代
官
に
む
か
っ
て
い
う
言
葉
で
あ
る
。
な
お
こ
の
一
揆
に
つ
い
て
は
本
書
第
三
章
第
四
節
、
参
照
。 

（8
） 
エ
ル
ン
ス
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
「
革
命
神
学
者
ト
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
」（
今
泉
彩
・
樋
口
大
介
訳
、『
情

況
』
一
九
七
二
年
十
一
月
号
）
よ
り
引
用
。
ト
マ
ス
・
ミ
ュ
ン
ツ
ァ
ー
の
説
教
の
一
節
で
あ
る
。 

（9

） 

ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
一
）
二
一
六
ペ
ー
ジ
。 

（10

）
ブ
ラ
ン
キ
「
ブ
ー
ル
ジ
ュ
の
裁
判
陳
述
」（
一
八
四
八
年
）。
モ
リ
ニ
エ
『
プ
ラ
ン
キ
―
―
コ
ミ
ュ
ー
ン

の
炬
火
』（
栗
田
勇
訳
、
現
代
思
潮
社
）
三
二
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

 

第
三
章 

（
１
）
ブ
ラ
ン
キ
「
社
会
批
判
」。『
革
命
論
集
』（
加
藤
晴
康
訳
、
現
代
思
潮
社
）（
上
）
一
四
三
ペ
ー
ジ
。 

（
２
）
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
『
ス
ペ
イ
ン
の
短
い
夏
』（
前
出
）
三
二
八
ペ
ー
ジ
。 

（
３
）
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
『
世
界
を
ゆ
る
が
し
た
十
日
間
』（
原
光
雄
訳
、
岩
波
文
庫
）（
上
）
二
五
七
ペ
ー
ジ

よ
り
。 

（
４
）
秩
父
事
件
で
の
農
民
幹
部
（
大
野
苗
吉
）
の
言
葉
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
井
上
幸
治
『
秩
父
事
件
』

（
一
九
六
八
年
、
中
公
新
書
）
八
三
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（
５
）
エ
ン
ツ
ェ
ン
ス
ベ
ル
ガ
ー
（
２
）
に
同
じ
、
二
二
八
ペ
ー
ジ
。 

（
６
）
岡
本
雅
美
・
村
尾
行
一
編
『
大
学
ゲ
リ
ラ
の
唄 

落
書
東
大
闘
争
』（
一
九
七
〇
年
、
三
省
堂
新
書
）
一

一
〇
ペ
ー
ジ
。 

（
７
）『
叛
逆
の
ハ
リ
ケ
ー
ド
』（
前
出
）
六
六
ペ
ー
ジ
。
日
大
全
共
闘
の
六
八
年
六
月
十
一
日
付
の
ビ
ラ
。 

（
８
）
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ハ
イ
ネ
の
手
紙
（
一
八
三
〇
年
）。
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
『
幽
閉
者
』（
野
沢
協
・
加
藤
節
子

訳
、
現
代
思
想
社
）
四
八
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（
９
）
ブ
ラ
ン
キ
「
祖
国
は
危
機
に
瀕
す
」（
一
八
七
〇
年
）。『
革
命
論
集
』（
下
）
五
三
ペ
ー
ジ
。
プ
ロ
シ
ヤ

軍
に
包
囲
さ
れ
た
パ
リ
で
発
刊
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
キ
の
新
聞
―
―
そ
の
創
刊
号
（
九
月
七
日
）
巻
頭
の
声

明
。 

（10

）
ブ
ラ
ン
キ
「
四
季
協
会
の
入
会
式
」（
一
八
三
九
年
）。
同
右
（
上
）
五
二
ペ
ー
ジ
。
ブ
ラ
ン
キ
の
秘
密

結
社
「
四
季
協
会
」
の
入
会
式
で
と
り
お
こ
な
わ
れ
る
新
入
者
の
誓
言
。 

（11

）
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
公
安
委
員
会
会
報
。
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
『
政
治
的
な
も
の
の
概
念
』（
田
中
浩
・

原
田
武
雄
訳
、
未
来
社
）
五
一
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（12

）
マ
ル
ク
ス
「
パ
リ
か
ら
の
通
信
」（
一
八
四
八
年
六
月
）。『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
第
三
巻

（
上
）
二
〇
八
ペ
ー
ジ
。
一
八
四
八
年
、
パ
リ
の
い
わ
ゆ
る
「
六
月
事
件
」
を
報
じ
た
も
の
で
、
マ
ル

ク
ス
は
こ
こ
で
な
に
よ
り
も
「
第
三
身
分
の
分
裂
」
―
―
つ
ま
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
ー
ト
の
分
裂
―
―
と
い
う
事
実
を
強
調
し
て
い
る
。 

（13

）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
わ
が
生
涯
』（
前
出
）（
中
）
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。 

（14

）『
秩
父
事
件
資
料
』
第
一
巻
。
困
民
党
総
理
田
代
栄
助
の
供
述
書
。 

（15

）
レ
ー
ニ
ン
「
遠
方
か
ら
の
手
紙
」（
一
九
一
七
年
三
月
）。
全
集
第
二
三
巻
三
五
六
ペ
ー
ジ
。
こ
こ
で
い

う
「
ま
っ
た
く
別
の
組
織
」
と
は
ロ
シ
ア
革
命
で
の
ソ
ヴ
ェ
ト
を
さ
す
。 
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（16

）
ス
タ
ー
リ
ン
『
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
』（
一
九
二
四
年
）。
真
理
社
版
八
九
ペ
ー
ジ
。 

 
第
四
章 

（
１
）
卜
ロ
ッ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
二
）
二
六
三
ペ
ー
ジ
。 

（
２
）
茨
木
の
り
子
「
あ
る
と
し
の
六
月
に
」。
詩
集
『
鎮
魂
歌
』（
思
潮
社
、
一
九
六
五
年
）。 

（
３
）ブ
ラ
ン
キ「『
人
民
に
告
ぐ
』に
対
す
る
非
難
に
つ
い
て
」（
一
八
五
一
年
）。『
革
命
論
集
』（
前
出
）（
上
）

八
三
―
四
ペ
ー
ジ
。 

（
４
）ベ
ラ
・
ク
ン
の
発
言（
一
九
一
九
年
八
月
一
日
）。『
ル
カ
ー
チ
初
期
著
作
集
』（
池
田
浩
士
訳
編
、合
同

出
版
）
三
四
一
ペ
ー
ジ
よ
り
。
ベ
ラ
・
ク
ン
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
人
民
委
員
だ
っ
た
。 

（
５
）レ
ー
ニ
ン「
民
主
主
義
革
命
に
お
け
る
社
会
民
主
党
の
二
つ
の
戦
術
」（
一
九
〇
五
年
）。全
集
第
九
巻
、

六
ペ
ー
ジ
。 

（
６
）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
二
）
二
八
一
ペ
ー
ジ
。 

（
７
）
同
右
（
三
）
七
ペ
ー
ジ
。 

（
８
）
レ
ー
ニ
ン
「
わ
れ
わ
れ
の
任
務
と
労
働
者
代
表
ソ
ヴ
ェ
ト
」（
一
九
〇
五
年
）
全
集
第
一
〇
巻
、
七
。
ヘ

ー
ジ
。 

（
９
）ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク「
綱
領
に
つ
い
て
」（
一
九
一
九
年
）『
選
集
』（
野
村
修
訳
、現
代
思
潮
社
）

第
四
巻
、
一
五
八
―
九
ペ
ー
ジ
。 

（10

）
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』
序
文
（
一
八
九
八
年
）。（
中
原
稔
生
訳
、
国
民
文
庫

版
）
七
ペ
ー
ジ
。 

（11

）
総
評
の
ビ
ラ
、
一
九
六
〇
年
安
保
闘
争
の
六
・
四
ス
ト
に
際
し
て
撒
か
れ
た
も
の
。
日
高
六
郎
編
『
’

九
六
〇
年
五
月
十
九
日
』（
岩
波
新
書
）
一
三
一
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（12

）
共
産
主
義
者
同
盟
「
全
世
界
を
獲
得
す
る
た
め
に
」（
一
九
五
九
年
）『
共
産
主
義
』
創
刊
号
。 

（13

）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
五
）
一
五
四
ペ
ー
ジ
。 

（14

）
ル
カ
ー
チ
「
戦
術
と
倫
理
」（
一
九
一
九
年
）『
初
期
著
作
集
』（
前
出
）
一
九
ペ
ー
ジ
。 

（15

）
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
『
世
界
を
ゆ
る
が
し
た
十
日
間
』（
前
出
）
四
九
―
五
〇
ペ
ー
ジ
。 

（16

）
レ
ー
ニ
ン
「
一
歩
前
進
、
二
歩
後
退
」（
一
九
〇
四
年
）
全
集
第
七
巻
、
二
六
四
ペ
ー
ジ
。 

（17

）
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
革
命
的
民
主
主
義
在
外
連
盟
第
二
回
大
会
」（
一
九
〇
三
年
）
全
集
第
七
巻
、
七

五
ペ
ー
ジ
。 

（18

）
ド
イ
ッ
チ
ャ
ー
『
武
装
せ
る
予
言
者
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
』（
田
中
西
二
郎
他
訳
、
新
潮
社
）
三
三
三
ペ
ー

ジ
。 

 

第
六
章 

（
１
）
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ド
『
世
界
を
ゆ
る
が
し
た
十
日
間
』（
前
出
）
二
五
七
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（
２
）
ク
レ
ン
ペ
ラ
ー
『
第
三
帝
国
の
言
語
』（
羽
田
洋
他
訳
、
法
政
大
学
出
版
局
）
二
一
ペ
ー
ジ
。 
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（
３
）
五
木
寛
之
「
日
本
近
代
と
天
皇
制
」『
情
況
』
一
九
七
三
年
十
二
月
号
。 

（
４
）
ト
ロ
ツ
キ
ー
「
一
九
〇
五
年
」（
前
出
）
二
六
三
ペ
ー
ジ
。 

（
５
）
レ
ー
ニ
ン
「
革
命
の
教
訓
」（
一
九
一
七
年
）
全
集
第
二
五
巻
、
二
四
六
ペ
ー
ジ
。 

（
６
）
マ
ル
ク
ス
「
哲
学
の
貧
困
」『
マ
ル
ク
ス
＝
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
』
第
一
巻
、
四
四
九
ペ
ー
ジ
。 

（
７
）
マ
ル
ク
ス
「
フ
ラ
ン
ス
の
内
乱
」
同
『
選
集
』
第
一
一
巻
、
三
三
二
ペ
ー
ジ
。 

（
８
）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
前
出
）（
二
）
二
二
五
八
ペ
ー
ジ
。 

（
９
）
ラ
イ
ス
ナ
ー
「
ス
ヴ
ィ
ヤ
ジ
ス
ク
」（
野
村
修
訳
『
現
代
文
学
の
発
見
』
１
所
収
）。 

（10

）
バ
ク
ー
ニ
ン
。
マ
ン
ハ
イ
ム
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
鈴
木
一
郎
訳
、
末
来
社
）
二
二
六

ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（11

）
マ
ル
ロ
ー
『
希
望
』（
前
出
）（
上
）
二
八
三
―
四
ペ
ー
ジ
。 

（12

）
レ
ー
ニ
ン
「
崩
壊
と
そ
れ
に
た
い
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
闘
争
」（
一
九
一
七
年
）
全
集
第
二
五
巻
、

三
四
ペ
ー
ジ
。 

（13

）
全
ロ
シ
ァ
ソ
ヴ
ェ
ト
中
央
執
行
委
員
会
機
関
紙
「
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ャ
」（
一
九
一
七
年
十
月
十
日
）。
ジ

ョ
ン
・
リ
ー
ド
『
世
界
を
ゆ
る
が
し
た
十
日
間
』（
上
）
二
七
六
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（14

）
マ
ル
ロ
ー
『
希
望
』（
上
）
二
八
五
ペ
ー
ジ
。 

（15

）
ジ
ュ
ー
ル
・
ヴ
ァ
レ
ス
『
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
』（
谷
長
茂
訳
、
中
央
公
論
社
）
四
六
二
ペ
ー
ジ
。 

（16

）
ル
ィ
ー
ズ
・
ミ
シ
ェ
ル
『
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
』（
天
羽
均
・
西
川
長
夫
訳
、
人
文
書
院
）（
上
）
一
九

六
―
七
ペ
ー
ジ
。 

（17

）
ブ
ラ
ン
キ
「
市
民
ブ
ラ
ン
キ
の
回
答
」（
一
八
四
八
年
）
ジ
ェ
フ
ロ
ワ
『
幽
閉
者
』（
前
出
）
一
三
七
ペ

ー
ジ
よ
り
。 

（18

）
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
・
ズ
シ
ー
、
ア
ラ
ル
ド
・
プ
ラ
ッ
ツ
「
ア
ラ
ゴ
ン
の
農
業
集
産
体
」（
一
九
三
七
年
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
現
代
史
７
『
ス
ペ
イ
ン
革
命
』（
山
内
明
編
、
平
凡
社
）
一
九
七
ペ
ー
ジ
。 

（19

）
カ
タ
ロ
ニ
ア
民
兵
中
央
委
員
会
の
宣
言
（
一
九
三
六
年
）
註
（18

）
に
同
じ
、
一
六
五
―
六
ペ
ー
ジ
よ

り
。 

（20

）
レ
ー
ニ
ン
「
二
重
権
力
に
つ
い
て
」（
一
九
一
七
年
）
全
集
第
二
四
巻
、
二
一
―
二
ペ
ー
ジ
。 

（21

）
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
全
市
協
議
会
」（
一
九
一
七
年
）
全
集
第
二

四
巻
、
一
四
一
ペ
ヘ
ー
ジ
。 

（22

）
リ
サ
ガ
レ
ー
『
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
』（
喜
安
朗
・
長
部
重
康
訳
、
現
代
思
潮
社
）
一
七
七
、
一
八
一
、

二
六
一
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（23

）
レ
ー
ニ
ン
「
わ
が
国
の
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
任
務
」（
一
九
一
七
年
）
全
集
第
二
四

巻
、
四
四
ペ
ー
ジ
。 

 

第
七
章 

（
１
）
ス
ハ
ノ
フ
「
革
命
の
日
記
」。
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
二
）
一
〇
五
―
六
ペ
ー
ジ
。 

（
２
）
レ
ー
ニ
ン
「
わ
が
国
の
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
任
務
」（
一
九
一
七
年
四
月
）。
全
集
第
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二
四
巻
、
四
五
ペ
ー
ジ
。
こ
の
文
評
は
い
わ
ゆ
る
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
を
く
わ
し
く
敷
衍
し
た
も
の
と
し

て
重
要
で
あ
る
。 

（
３
）
レ
ー
ニ
ン
「
現
在
の
革
命
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
任
務
に
つ
い
て
」
―
―
い
わ
ゆ
る
「
四
月

テ
ー
ゼ
」。
全
集
第
二
四
巻
、
四
ペ
ー
ジ
。 

（
４
）
レ
ー
ニ
ン
「
共
産
主
義
内
の
『
左
翼
主
義
』
小
児
病
」（
一
九
二
〇
年
）
全
集
三
一
巻
、
八
四
ペ
ー
ジ
。 

（
５
）
北
一
輝
の
発
言
。
二
・
二
六
事
件
の
決
起
将
校
磯
部
浅
一
の
「
行
動
記
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
河
野

司
編
『
二
・
二
六
事
件
、
獄
中
手
記
・
遺
書
』（
河
出
書
房
新
社
）
二
四
九
ペ
ー
ジ
。 

（
６
）
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
全
市
協
議
会
」（
四
月
）
全
集
第
二
四
巻
、
一

四
〇
ペ
ー
ジ
。 

（
７
）
レ
ー
ニ
ン
「
戦
術
に
か
ん
す
る
手
紙
」（
四
月
）。
全
集
第
二
四
巻
、
二
八
ペ
ー
ジ
。 

（
８
）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
一
）
二
二
〇
―
二
二
一
ペ
ー
ジ
。
文
中
の
ス
ハ
ノ
フ
の
言
葉
は
「
革

命
の
日
記
」
よ
り
。 

（
９
）レ
ー
ニ
ン 

労
兵
ソ
ヴ
ェ
ト
第
一
回
全
ロ
シ
ア
大
会
で
の
演
説（
六
月
）。全
集
第
二
五
巻
、三
ペ
ー
ジ
。 

（10

）
レ
ー
ニ
ン
註
（6

）
に
同
じ
、
全
集
第
二
四
巻
、
三
九
ペ
ー
ジ
。 

（11

）
レ
ー
ニ
ン
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
七
回
（
四
月
）
全
国
協
議
会
」
全
集
第
二
四
巻
、
二
三
一
ペ

ー
ジ
。
こ
の
会
議
を
も
っ
て
「
四
月
テ
ー
ゼ
」
の
戦
術
は
最
終
的
に
レ
ー
ニ
ン
の
党
内
に
定
着
す
る
。 

（12

）『
エ
ヂ
ン
ス
ト
ヴ
ォ
』（
プ
レ
ハ
ー
ノ
フ
派
の
機
関
紙
）
第
五
号
。
レ
ー
ニ
ン
全
集
第
二
四
巻
、
七
ペ
ー

ジ
よ
り
。
こ
れ
は
レ
ー
ニ
ン
帰
国
直
後
の
も
の
で
四
月
テ
ー
ゼ
の
文
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。 

（13

）
カ
リ
ー
ニ
ン
の
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
全
市
協
議
会
（
四
月
）
で
の
演
説
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』

（
二
）
四
三
ペ
ー
ジ
よ
り 

（14

）
レ
ー
ニ
ン
註
（10

）
に
同
じ
、
二
三
一
ペ
ー
ジ
。 

（15

）
ト
カ
チ
ョ
フ
「
ロ
シ
ア
に
お
け
る
革
命
的
宣
伝
の
諸
任
務
」（
一
八
七
四
年
）
和
田
春
樹
「
レ
ー
ニ
ン

―
未
完
の
革
命
の
象
徴
」（
『
歴
史
と
人
物
』
一
九
七
四
年
一
月
号
）
よ
り
。
な
お
、
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
松
田
道
雄
編
『
ロ
シ
ア
革
命
』（
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
現
代
史
１
、
平
凡
社
）
に
抄
訳
さ
れ
て
い
る
。 

（16

）
レ
ー
ニ
ン
「
何
を
な
す
べ
き
か
」（
一
九
〇
二
年
）
全
集
第
五
巻
、
四
九
四
ペ
ー
ジ
。 

（17

）
レ
ー
ニ
ン 

同
右 

四
八
六
ペ
ー
ジ
。 

（18

）
レ
ー
ニ
ン 

同
右 

四
九
九
ペ
ー
ジ
。 

（19

）
レ
ー
ニ
ン 

ロ
シ
ア
社
会
民
主
労
働
党
第
二
回
大
会
（
一
九
〇
三
年
）
で
の
演
説
。
全
集
第
六
巻
、
五

一
七
ペ
ー
ジ
。 

（20

）
レ
ー
ニ
ン
「
一
歩
前
進
、
二
歩
後
退
」（
一
九
〇
四
年
）
全
集
第
七
巻
、
二
八
三
ペ
ー
ジ
。 

（21

）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
二
）
九
五
―
六
頁
。 

（22

）
ト
ロ
ツ
キ
ー 

同
右 

一
一
二
頁
。 

（23

）レ
ー
ニ
ン「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
党
員
へ
の
手
紙
」（
一
七
年
十
月
）。全
集
第
二
六
巻
、二
二
一
ペ
ー
ジ
。

カ
ー
メ
ネ
フ
と
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
が
党
外
に
武
装
蜂
起
反
対
論
を
公
表
し
た
の
に
た
い
し
て
書
か
れ
た
も

の
。 

（24

）
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
五
）
一
九
八
ペ
ー
ジ
。
こ
の
会
議
に
私
室
を
―
―
そ
れ
と
知
ら
ず
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に
―
―
提
供
し
た
の
は
ス
ハ
ノ
フ
で
あ
っ
た
。 

（25
）
レ
ー
ニ
ン
「
何
を
な
す
べ
き
か
」
全
集
第
五
巻
、
五
一
八
ペ
ー
ジ
。 

（26
）
黒
田
寛
一
『
組
織
論
序
説
』（
こ
ぶ
し
書
房
）。
一
三
六
ペ
ー
ジ
。
反
ス
タ
ー
リ
ン
主
義
を
標
傍
す
る
革

命
的
共
産
主
義
者
同
盟
（
革
マ
ル
派
）
の
組
織
思
想
で
あ
る
。 

（27

）
埴
谷
雄
高
『
幻
視
の
な
か
の
政
治
』（
未
来
社
、
一
九
六
三
年
）
八
六
ペ
ー
ジ
。 

（28

）毛
沢
東「
抗
日
遊
撃
戦
争
の
戦
略
問
題
」（
一
九
三
八
年
）『
毛
沢
東
選
集
』（
三
一
書
房
版
）第
三
巻
、

九
八
九
ペ
ー
ジ
。 

（29

）『
ノ
ー
ヴ
ォ
エ
・
ヴ
レ
ー
ミ
ャ
』（
一
九
一
七
年
六
四
六
四
号
）
こ
れ
は
「
反
動
的
貴
族
お
よ
び
官
僚
社

会
の
」
日
刊
新
聞
で
あ
る
。
レ
ー
ニ
ン
全
集
第
二
五
巻
、
五
一
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（30

）
一
地
方
工
場
事
務
員
の
報
告
。
こ
れ
は
一
七
年
六
月
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命

史
』（
二
）
二
二
六
―
九
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（31

）
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
の
演
説 

カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
』（
未
来
社
）
二

九
九
ペ
ー
ジ
よ
り
。 

（32

）
へ
ル
マ
ン
・
ラ
ウ
シ
ュ
ニ
ン
グ
『
永
遠
な
る
ヒ
ト
ラ
ー
』（
船
戸
満
之
訳
、
天
声
出
版
）
二
六
一
ペ
ー

ジ
。
こ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
と
の
内
輪
の
会
話
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ト
ラ
ー
の
周
知
の
「
大
衆
操

作
論
」
も
、
実
際
に
は
独
得
の
集
団
（
解
体
）
論
を
基
礎
と
し
て
い
た
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。 

（33

）
ス
ハ
ノ
フ
「
革
命
の
日
記
」
ト
ロ
ツ
キ
ー
『
ロ
シ
ア
革
命
史
』（
四
）
一
一
一
ペ
ー
ジ
。 

（34

）
マ
ル
ク
ス
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
階
級
闘
争
』（
一
八
五
〇
年
）（
中
原
稔
生
訳
、
国
民
文
庫
版
）
一
四

三
ペ
ー
ジ
。 

（35

）
エ
ン
ゲ
ル
ス 

同
右
、
序
文
。
同
右
二
五
六
ペ
ー
ジ
。 

（36

）
ロ
ー
ザ
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
「
ロ
シ
ア
社
会
民
主
党
の
組
織
問
題
」（
一
九
〇
四
年
）『
選
集
』（
片
岡

啓
治
訳
、
現
代
思
潮
社
版
）
第
一
巻
、
二
五
二
―
三
ペ
ー
ジ
。 

（37

）
レ
ー
ニ
ン
「
党
の
再
組
織
に
つ
い
て
」（
一
九
〇
五
年
）
全
集
第
十
巻
、
一
八
ペ
ー
ジ
。 

（38

）
レ
ー
ニ
ン
「
わ
れ
わ
れ
の
任
務
と
労
働
者
代
表
ソ
ヴ
ェ
ト
」（
一
九
〇
五
年
）
全
集
第
十
巻
、
三
ペ
ー

ジ
。 

（39

）レ
ー
ニ
ン「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
は
権
力
を
掌
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」全
集
第
二
六
巻
、三
ペ
ー
ジ
。 

（40

）
レ
ー
ニ
ン
「
政
論
家
の
日
記
か
ら
」（
九
月
）
全
集
第
二
五
巻
、
三
一
七
ペ
ー
ジ
。 

（41

）
レ
ー
ニ
ン 

（40

）
に
同
じ
。
三
一
六
ペ
ー
ジ
。 

 

終
章 

（
１
）
マ
キ
ャ
ベ
リ
『
君
主
論
』
第
九
節
（
永
井
三
明
訳
、
中
央
公
論
社
『
世
界
の
名
著
』16

） 

（
２
）
ナ
チ
党
の
選
挙
用
宣
伝
文
（
一
九
三
二
年
）
ワ
ル
タ
ー
・
ホ
ー
フ
ァ
ー
『
ナ
チ
ス
・
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
』

（
救
仁
郷
繁
訳
、
論
争
社
）
三
四
―
三
五
ペ
ー
ジ
。 

（
３
）
小
林
秀
雄
「
政
治
と
文
学
」（
一
九
五
一
年
）。『
現
代
文
学
の
発
見
』
４
、
四
四
七
ペ
ー
ジ
。 

（
４
）
小
沼
正
「
上
申
書
」（
一
九
三
二
年
）。『
現
代
史
資
料
』
５
・
国
家
主
義
運
動
（
一
）（
み
す
ず
書
房
） 
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（
５
）『
叛
逆
の
バ
リ
ケ
ー
ド
・
日
大
闘
争
の
記
録
』
二
五
八
ペ
ー
ジ
。 

（
６
）
朝
日
平
吾
「
死
の
叫
び
声
」（
一
九
二
一
年
）
橋
川
文
三
編
『
現
代
日
本
思
想
大
系
』31

（
筑
摩
書
房
）

所
収
、
六
六
ペ
ー
ジ
。 

（
７
）
倉
橋
由
美
子
「
パ
ル
タ
イ
」（
一
九
六
〇
年
）。『
現
代
文
学
の
発
見
』
４
所
収
、
二
六
九
ペ
ー
ジ
。 

（
８
）
エ
ル
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ー
「
ド
イ
ツ
の
青
春
」、
船
戸
満
之
訳
『
現
代
文
学
の
発
見
』
１
所
収
、
二
四
一
ペ

ー
ジ
。
著
者
は
ド
イ
ツ
革
命
（
一
九
一
九
年
）
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
レ
ー
テ
の
指
導
者
。
引
用
部
分
は
、
こ

の
革
命
に
敗
れ
て
捕
え
ら
れ
た
獄
中
で
の
述
懐
。 

（
９
）
マ
ル
ロ
ー
『
希
望
』（
下
）
一
七
九
ペ
ー
ジ
。 

（10

）
同
右
（
上
）
二
八
五
ペ
ー
ジ
。 

（11

）
三
島
由
紀
夫
「
北
一
輝
論
」
新
潮
社
版
全
集
第
三
一
巻
、
一
〇
六
ペ
ー
ジ
。 

   


